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肺血栓塞栓症を併発した多発性涜費性心内膜炎の

ホルスタイン種乳牛の 1症例

( 2) 
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要約

10歳3カ月齢、分娩後6カ月のホルスタイン種雌乳牛が食欲廃絶を主訴に受診した。第4病日に鼻出血、呼

吸困難、泡沫性鼻漏、頚静脈怒張拍動を認めたため、後大静脈血栓症を疑診した。血液凝固線溶系検査を実施

したところ、プロトロンピン時間と活性化部分トロンボプラスチン時間は正常であったが、血紫D・dimerの増

加が認められた。聴診により左心基底部を最強点とする収縮期雑音および左右前胸部における粗励な肺音を聴

取した。心臓超音波検査により肺動脈弁に8×4.5cm大の流賞物を認め流賛性心内膜炎と診断した。病理解剖

では肺動脈弁の他に、大動脈弁と僧帽弁にも小型流賞物が認められ、また右肺の肺動脈分岐部付近に直径3×

7cm大の血栓を認めた。D-dimerは牛においても血栓形成マーカーとなり得ると考えられた。

キーワード：午、流賛性心内膜炎、肺血栓塞栓症、 D-dimer

牛の沈賛Ii心内膜炎は細菌が心内膜に付着して炎症性

変化を起こす疾患であり、特に弁膜には流賛物が形成さ

れることが多い［l］。 右心の流賞物は肺血栓塞栓症を、

左心の流賛物は牌臓や腎臓の梗塞を起こすことがあ

る［2、3］。 今回、多発性疲賛性心内膜炎に肺血栓塞栓症を

併発したホルスタイン種乳牛の症例を経験したのでその

概要を報告する。また、血柴D-dimerは医学・小動物領

域で、は血栓形成マーカーとして用いられているが［4、5］、

牛では血栓塞栓症との関連が調べられていないので、血

紫D-dimer測定の臨床的意義についても検討した。

症例

症例は10歳3カ月齢、分娩後6カ月のホルスタイン種

雌乳牛で、食欲廃絶を主訴に受診した。第4病日に鼻出

血、呼吸困難、泡沫性鼻漏および頚静脈怒張拍動が認め

られたため、後大静脈血栓症（CVCT）が疑われた。そ
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搬入時、体温39.0℃、心拍数72回／分、呼吸数24回／分

で、削痩が顕著であった （図 1）。聴診では左心基底部

を最強点とする収縮期雑音、左右前胸部における粗励な

肺音が聴取された。その他、透明鼻汁、乾性咳殿、頚静

脈怒張拍動、左肩部に15cm大の実質感のある腫痛が認

の後安静にして経過を観察したが、一般状態は改善せず、 図 1.症例の外貌 （第15病日）。削痩が顕著で、頚静脈

第15病日に病性鑑定のため帯広畜産大学に搬入された。 の怒張が認められる。
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図2.左室心基底部の心臓超音波像。肺動脈弁涜賛物

(VEG）と肺動脈（PA）拡張が認められる。 RV:

右心室。

表 1.血液および血液生化学検査所見（第15病日）

RBC 4. 25×106/μ/ ALP 328 U// 

Hb 6. 3 g/d/ yGTP 63 U// 

Ht 17. 7 % 前念コレステロール 130 mg/d/ 

Platelet 363×103/μ/ 総タンパク質 8. 7 g/d/ 

WBC 13, 900/μ/ アルブミン 1.0g/d/ 

Sta 0/μ/ ( 0 %) a－グロブ1）ン 1. 6 g/d/ 

Seg 9, 452/μ/ (68%) (3 －グロプリン 0. 9 g/d/ 

Lym 3, 297/μ/ (23%) y－グロプリン 5. 2 g/d/ 

Mon 1, 251/μ/ ( 9 %) A/G 0. 14 

められた。心電心音図解析の結果、左心基底部の心雑音

は収縮期早期雑音であることが明らかとなった。心臓超

音波検査では肺動脈弁に8×4.5cm大の流賛物が肺動

脈を塞ぐように付着している像が認められた口また、肺

動脈は直径6cmに拡張しており、肺動脈弁付近で乱流

が認められた（図2）。その他の弁に沈賛物および乱流

は検出されなかった。肝臓超音波検査では肝静脈や後大

静脈の拡張や血栓は認められず、また、肝膿蕩を示唆す

る像も認められなかった。左肩部腫癌の針吸引検査では

血様の液体が採取され、細胞診で好中球とグラム陽性球

菌、球菌貧食好中球が認められた。

血液学的検査では赤血球数、ヘモグロビン濃度、ヘマ

トクリッ ト値の低下および白血球数、特に分葉核好中球

数の増加が認められた（表 1)。血液生化学検査ではALP、

y-GTP、総コレステロール濃度およびトグロプリンの

高値、またA/G比の著しい低値が認められた （表 1）。

血液凝固線溶系検査として、プロトロンピン時間（PT）、

活性化部分トロンボプラスチン時間（APTT）、血祭フイ

ブリノーゲン濃度測定を外部検査機関に委託した口また、

血紫D-dimer濃度を牛用ELISAキット（BovineD-dimer 
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表2.血液凝固線溶系検査所見（第15病日）

項目

PT 

検査値

24. 9 sec 

対照＊

23. 8 ± 3. 4 

APTT 61. 4 sec 77. 6 ± 10. 9 

フイプリノーゲン 605 mg/d/ 146. 3 ± 28. 6 

D-dimer 2. 9 μg/m/ 0. 38 ± 0. 12 

＊対照は臨床的に異常を認めないホルスタイン種子牛8頭の平
均値±標準偏差

ELISA : Kamiya Biomedical Company, USA）を用いて

測定した。なお、対照群として、臨床的に異常を認めな

い子牛8頭を用いた。血液凝固線溶系検査の血紫は頚静

脈から20mlシリンジを用いて採血し、3.2%クエン酸Na

入りの採血管に分注後、できるだけ早く 4℃下で3000

rpm×15分で遠心分離して得られた血焚を供した。PT

およびAPTTは対照と比べて同程度であったが、血焚

フイブリノーゲン濃度は対照の4倍以上、血祭D-dimer

濃度は対照の7倍以上と、増加が認められた（表2）。

症例は第20病日に自力起立不能となったため、第21病

日に病理解剖に供した。

病理検査および病原学的検査所見

黄色心嚢水の中等度の貯留および、腸管全体の水腫が認

められた。心臓では肺動脈は直径7cm大に拡張し、肺

動脈弁に8×5×5cm大の流賛物が付着しており、流

出路が狭窄していた（図3）。その他、大動脈弁に1.5 cm 

大の流賛物が3個、僧帽弁に0.5cm大の流賛物が3個

認められた （図4）。肺は両肺共に胸腔壁および肺分葉

同士の癒着が認められ、割面は黄色であった。右肺肺動

脈分岐部付近に直径3×7cm大の血栓が認められた

（図 5）。肝臓には肝膿蕩が認められた。左肩部腫癌は

図3.肺動脈弁に8×5×5cm大の涜賛物が付着して

おり、流出路が著しく狭窄している（白矢印）。
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図4. (A）大動脈弁には1.5 cm大の涜賛物が3個付着

しており（矢頭）、（B）僧帽弁には0.5cm大の涜

賛物が3個認められた。 AO：大動脈、 LV：左心

室、 MV：僧帽弁。

図5.右肺の割面では、肺動脈内に血栓が認められる

（矢印）。

肩甲軟骨上にあり体腔内との連続性は認められず、内部

に血色膿蕩物を含んでいた。その他臓器には著変はみら

れなかった。組織学的検索では肺において微小血栓およ

び陳旧化肺炎病巣が認められた。

細菌学的検査では肝膿傷からEsherichiacoliおよび

α－Streptococcus、左肩部膿蕩からPseudomonassp.、また、

肺動脈弁涜賛物からProteusvulgarisおよび1ゐ1roldes

odoratusが分離された。

考察

本症例では肺動脈弁、大動脈弁および僧帽弁における

流賛性心内膜炎および肺動脈の血栓塞栓症が認められた。

肺動脈弁の大型流賛物の一部は血流によって肺へ運ばれ

肺血栓塞栓症を引き起こし、鼻出血の発現に至ったと考

えられた。急性鼻出血を呈する疾患としてCVCTがよ

く知られているが、流賛性心内膜炎でも同様の病態が生
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じることが確認されており ［2］、本症例でも同様の病態

が確認された。なお、本症例では大動脈弁と僧帽弁にも

流賛物がみられたが、肺動脈弁狭窄が重度であったこと

と大動脈弁および僧帽弁の庇賛物が小さかったことから、

収縮期雑音は主に肺動脈狭窄を反映したものと考えられ

た。本症例で検出された α－Streptococcusは庇賛性心内

膜炎の起因菌として多く検出される細菌である［6-8］。 ま

た、 EsherichiacoliとPseudomonassp.も沈賛性心内膜

炎の起因菌として報告されており［9-11］、沈賛性心内膜炎

の感染源として肝膿蕩または肩部膿蕩が疑われたが、こ

れらの細菌は肺動脈弁流賛物からは検出されず、感染源

を明らかにすることはできなかった。なお、流賛性心内

膜炎は一般に子宮内膜炎、乳房炎、関節炎、蹄病に継発

することが多いが口2］、それらの疾患は認められなかっ

たO . ') 
生前に流賛性心内膜炎と鼻出血が認められたことから、

血栓塞栓症を疑い血液凝固線溶系検査を実施したところ、

PT、APTTの延長は認められず、凝固異常が生じるほ

どの凝固因子の欠乏はないと考えられた。一方で、血禁

中のフイブリノーゲンとD-dimerの増加が認められた。

フイブリノーゲンは急性相蛋白であり、敗血症に起因す

る血管炎や膿蕩により増加が認められたと考えられる。

凝固系が活性化すると最終的にフィブリノーゲンから

フイブリンが生成され、フイプリンは止血栓や血栓とな

る［13］。さらに、フイプリンが線溶因子であるプラスミ

ンによって分解されるとD-dimerが生じる［4］。 そのため、

医学・小動物領域では高フイブリノーゲン血症は血栓塞

栓症のリスク因子とされ［14］、血柴D-dimerは血栓形成

マーカーとして利用されている［4,5］。また、流賛性心内

膜炎も心内膜の炎症により凝固が充進し、心臓内に血栓

が形成される病態であり、血紫D-dimerの増加に寄与す

るものと考えられる [15］。本症例の血焚フイブリノーゲ

ン増加は血栓形成リスクの上昇を、また、血祭D-dimer

増加は血栓の存在を示唆するものと考えられた。なお、

牛において血紫D-dimer濃度の血栓塞栓症における診断

的意義については評価されたことがなく、基準値も整備

されていない。このため、今回の検討では対照として健

常子牛を用いたが、今後成牛の基準値についても検討す

る必要があると思われた。流賛｜生心内膜炎と肺血栓塞栓

症が確認された本症例で、血紫D-dimer濃度の増加が認め

られたことから、 D-dimerは牛においても血栓形成マー

カーとなり得ることが示唆された。
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